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第５８８回茨城県内水面漁場管理委員会 議事録 

 

日  時 

 

場  所 

 

議  題 

 

報告事項 

 

 

出席委員 

 

 

 

欠席委員 

 

県側出席者 

 

 

 

 

 

 

傍聴人 

 

事務局 

 

 

議事録署名人 

 

議長 

 

会議内容 

 

茅根事務局長 

 

 

高杉会長 

 

 

 令和３年７月２９日（木） 午後１時５８分 

 

 水戸市三の丸１－５－３８ 茨城県三の丸庁舎 ３階 共用会議室Ａ 

 

第１号議案 さけ特別採捕許可について 
 

（１）令和３年度全国内水面漁場管理委員会連合会総会の結果について 
（２）茨城県におけるアユの調査報告 

 

１番 高杉 則行   ２番 小林 益三   ３番 水野 恵美子 

５番 坂本  勉   ６番 八角 直道   ７番 鈴木 好三 

１１番 堤  隆雄  １２番 多田 悦章 

 

８番 髙津 武弘  １０番 星井 晴美 

 

農林水産部次長兼漁政課長     土屋 圭巳 
〃  漁政課課長補佐     鴨下 真吾 

   〃     主任       松井 俊幸 
   〃  水産振興課主査     矢口 登希子 
 水産試験場内水面支場技佐兼支場長 海老沢 良忠 
   〃       技師     外山 太一郎 
 

２名 

 

 事務局長  茅根 正洋 

 主  任  小沼 智恵美 

 

１１番 堤  隆雄  １２番 多田 悦章 

 

  １番 高杉 則行 

 

開会 午後１時５８分 

 

 〔開会宣言〕 
〔資料確認、高杉会長に挨拶を依頼〕 

 

 本日は茨城県内水面漁場管理委員会を開催しましたところ、委員を始め関係

者の皆様に、お忙しい中出席をいただきまして、ありがとうございます。この
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茅根事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

高杉議長 

 
 
茅根事務局長 
 
 
 
高杉議長 
 
 
 
 
 
 

ところ、大子・大宮で毎日雷雨が襲っております。昨日も避難指示が出るよう

な大雨が降りました。全国的にも集中的な雨が降っているということで、注意

をしていきたいと、皆様もどうぞお気を付けください。令和３年度のサケ資源

有効利用調査なんですけでも、残念ながら県内の那珂川・久慈川については、

コロナの感染防止、あるいはここ近年のサケの不漁等もありまして、両河川と

も中止になりました。しかしながら、県の資金や人材を提供していただいてま

す久慈川のアユ友釣り教室については、大子のエリアで３回、大宮のエリアで

３回開催する予定でごさいまず。第１回は２２日に大子町で開催されまして、

２０名の生徒に対して２４名の生徒の応募があったんですけど、先生役のイン

ストラクターが不足してしまったということで、１７名でうちきって開催され

ました。午前中インストラクターの先生に教えてもらって、午後からは自由参

加なんですけれども、１７名全員が午後からも参加して、数はそんなに釣れな

かったんですけれども、年券を買いたいと、そのような生徒さんもでてきまし

たので、確実に裾野が広がっているのではないかと思っております。茨城県の

方に厚く御礼を申し上げます。今日は、さけ特別採捕許可について審議してい

ただきます。その他報告事項も２点ばかりございますが、最後までよろしくお

願いいたします。 
 
 ありがとうございました。 
 本日は、鬼怒小貝漁業協同組合の方が傍聴しております。傍聴人におかれま

しては、傍聴席に配布してあります茨城県内水面漁場管理委員会傍聴人規程の

遵守をお願いいたします。 
続きまして、議長の選出ですが、当委員会の会議規程第４条第１項の規定に

より、会長が議長を務めることとなっておりますので、高杉会長に議長をお願

いいたします。 
 
 それでは、議長を務めさせていただきます。 

早速ですが、次第３の出席委員数の報告を事務局からお願いいたします。 
 
 はい、出席委員数を報告させていただきます。本委員会の委員定数は１０名

でございますが、本日出席している委員は８名で過半数の出席をいただいてお

りますので、本日の委員会が成立していることをご報告いたします。 
 

ただ今の報告のとおり、本日の委員会は成立しております。 
続きまして、次第４の議事録署名人ですが、会議規程第７条第２項の規定に

基づき、私から指名をさせていただきます。 
１１番堤委員と１２番多田委員にそれぞれお願いします。 
 

 それでは、次第５の議題に入ります。 
 第１号議案、「さけ特別採捕許可について」説明をお願いします。 
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松井主任 
 
高杉議長 
 
 
 
 
（委員一同） 
 
高杉議長 
 
 
 
小沼主任 
 
高杉議長 
 
 
 
外山技師 
 
高杉議長 
 
 
７番 鈴木委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
外山技師 

 
（資料１－１、１－２、１－３により説明） 

 
 ありがとうございました。ただ今の漁政課の説明について、ご意見等あれば、

お願いいたします。 
特にご意見等もないようですので、原案のとおり取り扱うこととしてよろし

いでしょうか。 
 

（「異議なし」の声） 
 

それでは、原案のとおり取り扱うことに決定いたします。 
 次に次第６の報告事項に移ります。「（１）令和３年度全国内水面漁場管理委

員会連合会総会の結果について」説明をお願いします。 
 

（資料２により説明） 
 
 ありがとうございます。ただ今の事務局の説明にご意見等ありますか。 

特にないようですので、次に移ります。「（２）茨城県におけるアユの調査報

告」について、説明をお願いします。 
 
 （資料３により説明） 
 
 ありがとうございます。ただ今の水産試験場内水面支場の説明について何か

ご意見、ご質問等ございますか。鈴木委員。 
  
 アユの遡上の状況なんですけど、６月頃大子町でアユ釣りしても、舐め跡が

ないんですよね。資料３の３・４月頃堅磐堰で調査をした結果で、投網をする

と２００匹超とれた日もあったようですが、その後の追跡調査をしてほしいの

です。例えば、舟生、盛金、西金、上小川、袋田、大子、下野宮で、どれだけ遡

上するのかと。今から５０年前は、１５ｃｍ未満の小さいものが、山方の盛金

辺りにたくさんいたんですよ。今は釣りをやっても、真夏でも１５ｃｍ以下な

んです。だからそういったアユのＤＮＡを調べていただきたい。昔は４月頃に

なると、辰ノ口辺りで溜まったアユを組合員が全部すくい上げて下野宮まで運

んでいたんですよ。そうすると、６月の解禁になると、１７から２０ｃｍのア

ユが釣れたんです。今は、全然とれない。３から４月に、６から７ｃｍのアユが

とれているんですよね。そのアユが遡上すれば、大子でも６月の解禁に釣れる

んですよ。県から遡上があるということだったので、どこまで遡上しているか

上小川に見に行ったら、瀬に全然波がないんですよ。 
 
 アユが川に戻り成長している時期の追跡調査は難しく、それでも何とか調査
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７番 鈴木委員 
 
 
 
 
高杉議長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７番 鈴木委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高杉議長 
 
 
 
 
 
 
７番 鈴木委員 

ができるところということで、遡上と流下仔魚の部分をピックアップして行っ

ております。川の追跡は難しいと考えています。 
 
 ３月から遡上が始まりますが、大子だと水温が１３、１４℃くらいになるん

です。この調査結果でその温度で遡上しているのであれば、大子まで遡上して

きてもいいんではないかと思うのです。昔と違って、それ以外のウグイとかも

全然とれない。大子まで遡上せずどこへ行ってしまったのか。 
 
 鈴木委員、水産試験場の方に色々と追跡調査をしてほしいということですが、

水産試験場内水面支場の人員は少ないのです。漁協の職員も一緒にやってます

が、１週間に２回調査をしてますし、他にも色々な仕事があるもんですから、

少ない人員の中で仕事を回しているので、厳しいと思います。それと、私も長

いことアユをやっていますが、去年もアユがいないので追加放流してほしいと

いう遊漁者のご意見もあったんですけども、結果秋口にたくさんとれた。友釣

りで釣れなかったアユはどこにいたのか、冷水魚ということもあるんですよね。

あと、昔の久慈川は放流しなくても、天然遡上だけでも十分だったのです。今

は川の状況が変わっていて、アユは敏感な魚なので。条件が良くなれば、去年

の様に出てきて、いないいないと言われていましたがアユが残っていたんです

よ。ここ数年同じパターンなんですね。いるのはいるんですけど、釣りにかか

らないで秋まで隠れているんですよね。そのように思います。  
  
 天然遡上では那珂川が日本一だと言われていますが、那珂川でも全然釣れな

いんですよね。久慈川も天然遡上があるなら、かかってもいいと思うのですが

かからないので、原因を調べてほしいです。毎年二桁かかっていたが、去年よ

り今年は悪い。今年１５回釣りに行きましたが、３回は全く釣れず、あとは２、

３匹。昔は、田んぼに１０ｃｍほどしか水を張らず、川に水を流さないように

していたんです。ただ、今は土地改良が進み、水を大量に使用しそれを久慈川

に流す。四万十川周辺の農家の方は、農業シーズンが終わると、釣りを行う人

もいるようで、１０ｃｍしか水を張らないで、川には流さないようにしている

そうなんですね。そういったものを参考にしてもらえれば。雑魚もいないので。

カワウも餌がないから、全然いないのです。 
 
 ６月の解禁日の頃は、カワウの繁殖期なので、コロニーから離れないんです

よ。あと、古徳沼の周辺が伐採され、あそこにいたカワウが全部どこかへ行っ

てしまったんです。あそこにコロニーがあって、那珂川に来たり、久慈川に来

たり、自由自在に飛び回っていたのですが、それで被害が少なくなったのです。

ところが、カワウは利口なので、今ゴルフ場に巣を作っているんですね、狩猟

がないようなところに。なかなか手強いですね。 
 
 カワウは、１日でアユを５００ｇ食べるそうなので、どこに行ってしまった
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高杉議長 
 
 
 
 
７番 鈴木委員 
 
 
海老沢内水面支場

長 
 
 
 
 
 
 
 
高杉議長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
矢口主査 
 
 
 
 

のでしょうか。あと、久慈川漁協で２・３ｔ放したと話がありますが、何匹いる

と思いますか。１ｋｇだけでもいいから計ってみるといいと思うんですね。１

ｋｇで７００匹なら、２ｔで１４０万匹という計算になりますよね。 

 
鈴木委員、水産試験場内水面支場に何を言いたいかまとめていただけますか。

色々話しても、やることは限られているんですね。今、環境も変わってきてい

て、そんな中でも、漁協は汗をかいて、少しでも増やそうと努力はしているん

です。 
 
 分かりました。では、稚魚が何億匹と流下したならば、遡上したアユを大子

まで追跡調査をして、投網をかけて調べてもらいたいということです。 
 
 調査のご要望としては、遡上アユを入口のところで投網をして調べているの

ですが、それが上流の大子の方まで遡上していないんではないか、またその遡

上していない理由は何なのか、そちらを調べてほしいというご要望かと思いま

す。高杉会長からご発言いただいたように、なかなか我々人的余裕がない中で、

全てをやるという状況にはないのですが、どの程度ならやれるかというのを検

討させていただきたいと思います。基本は、１人の担当が色々な業務を掛け持

ちしている中、隙間をぬって、出入口の遡上の調査を行っているというのが実

情ですので、少し検討させていただければと思います。 
 
 久慈川より那珂川がひどくてですね、色んな書き込みがあります。消費税が

上がるたびに、日釣券や賦課金を上げたりしているんですが、那珂川に対する

風当たりがすごいですね。鈴木委員が言ったように、日本一遡上する川だとい

うのにどういうことなんだと、漁協へ風当たりがいってますから。だから、昔

のようにたくさんアユが釣れるように、皆で努力していくしかないと思います。

そのためにも、裾野を広げるために、アユ友釣り教室とかをやっている訳です

から。産卵場造成ではですね、内水面支場の職員は寝泊まりしてやっています。

外山さんは今コクチバスをやってもらっていますが、川に潜ってやっているん

です。その情熱は漁協もなかなか敵わないほど、立派にやってもらっています

から。皆さんで意見を出し合いながら、アユが戻るような川にしたいですね。

そのために、委員の皆さんのご協力をお願いしたいと思っております。 
 そのほか、意見ございますか。 

なければ、次第７のその他に移ります。何かありますか。はい、矢口さん。 
 
 水産振興課の矢口と申します。初めに高杉会長からもお話しがあったんです

けれども、サケ資源有効利用調査について、久慈川・那珂川のサケ資源有効利

用調査実行委員会の方で、今年度の開催については中止にするという連絡があ

りました。理由としましては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止というこ

とと、サケの資源量があまりよくないといったことです。以上、ご報告いたし
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高杉議長 
 
６番 八角委員 
 
 
高杉議長 
 
茅根事務局長 
 
 
 
 
 
 
 
 
高杉議長 
 
 
茅根事務局長 
 
 
 
 
高杉議長 
 
 

ます。 
 

はい、ありがとうございました。他に何かありますか、八角委員どうぞ。 
 
今年サケのゼッケンの旗を変える時期ですので、その発注の準備をしていま

したが、今日終わりましたので、そのご報告です。 
 
はい、事務局長どうぞ。 
 
事務局の方から事前にご連絡しておきたいことがあります。実は、一昨日茨

城海区漁業調整委員会を開催する予定だったのですが、台風の進路が茨城県直

撃という話がございまして、急遽開催日を変更して来週に延期をさせていただ

いたのですが、委員会の会議規程には、内水面漁場管理委員会も含めまして、

委員会の延期・中止に関する定めが一切ございません。ですので、茨城海区の

方とも合わせまして、規程しておく必要があるということで、次回の委員会ま

でに私どもの方で案を作成して、次回の委員会で皆様にお諮りしたいと思って

おりますので、どうぞよろしくお願いいたします。事務局からは以上です。 
  

その他、何かございますか。 
なければ、次回の委員会開催日程について、事務局から説明をお願いします。 
 

 はい、次回の委員会は８月２４日（火）１４時から、三の丸庁舎会議室Ａで予

定をさせていただいております。議題といたしましては、本日ご審議いただき

ました、さけ特別採捕許可の関係の諮問などを予定しておりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 
 
 それでは、これをもちまして、本日の委員会を終了いたします。皆様のご協

力により、円滑に進行できました。ありがとうございました。 
 
 

閉会 午後２時５５分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


